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●報告１● 
元気なひろばのキーワード 
◆藤本明美さん 
 京都子育てネットワーク 

【子育てから始まった地域とのかかわり】 
幼稚園教諭を経て結婚・出産。初めての

育児に孤立感、不安感を感じた。地域で育

ち合い・支えあいの子育ての実践を見て、4
人の子育ての傍ら、自らも子育てサークル

を立ち上げ活動してきた。サークルの情報

紙に毎日 10本ぐらい問い合わせがきて、仲
間と空間（居場所）と時間を求めている人

が大勢いることを実感し、サークルを必要

とする親の中間支援組織として「京都子育

てネットワーク」を立ち上げた。サークル

のリーダー交流会、サークル立ち上げの応

援、親のリフレッシュ講座、情報発信、講

座中の一時保育、講演や調査など行政・各

種団体との協働事業に取り組んでいる。子

育てサークルを核とした循環型子育て相互

支援でエンパワメントし、親が育ち、子ど

もが育ち、地域が育つことを応援している。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

１．京都子育てネットワーク 組織構成図
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【地域子育てグループにおける実態調査から】 

2006年 10月、京都市内 210の子育てグ
ループを対象に「子育て広場が仲間と出会

い、支えあい、学びあう場、そしてみんな

大切な子どもといえる場になり、次世代を

担う人づくりになっているか」アンケート

調査を実施（回収数 2,769枚）。 
＜見えてきた課題＞ 
･信頼できる仲間がつくりにくいこと 
･１～２歳の子どもの発達上の特性をトラ

ブルと捉えて悩むケース 
･参加しても話し合う相手がなく、孤立する 
＜評価、注目すべき点＞ 

報告者 

☆藤本 明美 さん 

      京都子育てネットワーク代表、子育て支援コミュニティワーカー 

☆大嶋 朝香 さん 

     フォーラム・アソシエ運営委員長、公園遊びの会「おるたん」メンバー 

コーディネーター  若林 裕子 (実行委員。多摩南生活クラブ生協副理事長) 

継続していける子育てひろばの

あり方をさぐる 
 

第 1分科会 

事業として、市民の自発的な集いとして、子育てひろばが各地

で展開されています。元気なひろばには共通するキーワードが

あるはず・・・。 

継続していける子育てひろばにしていくには・・・・。 

活動事例からみんなで考えました。 
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○困ったとき支える仲間ができた＝37％ 
○自分の気持ちを話せる仲間ができた＝

35％。 
◎リーダー・スタッフをやってみたい人＝

20％。 
◎満足度＝60％。（成長できる、仲間ができ
そう、生活に張りが出そうと期待し、やっ

てみた人は親しい人ができた、自信ができ

たなど） 
＊この結果からも「お客さん」でいるより

役割があるほうが満足度が高くなることが

分かる。 
【広場の運営】 
広場ではイベントの企画を参加者みんな

で練り、飾りつけや出し物、料理、買出し

など得意な分野で参加してもらい、ひとつ

のものをつくり上げる楽しみを共有するな

ど工夫している。 

 
＜質疑＞ 
Ｑ：広場参加者の仲間づくりのコツは… 
Ａ：○ちゃんのお母さんでなく、その人が

今までやってきたことなど、さまざまな話

題でその参加者自身に焦点をあてる。親同

士から出会うという試みを保育つきで開催

したり、手作業でコミュニケーションをと

るなど工夫を。 
Ｑ：場所は… 
Ａ：児童館など既存の施設を使っている。 

Ｑ：広がりをつくるには… 
Ａ：参加者にチラシを配ってもらうなど、

口コミが大事。 
 
 
 
●報告２● 
公園遊びの会「おるたん」の実践から 
◆大嶋朝香さん 
フォーラム・アソシエ運営委員長 

公園あそびの会「おるたん」メンバー 

【あなた発のネットワークづくり応援団】 
生活クラブ神奈川では自発的、主体的活

動を応援するために、「フォーラム・アソシ

エ」を開設。食・子育てをテーマとしたコ

ーディネーター育成講座、ファシリテータ

ー育成研修などの「アソシエーション講座」

や英会話講座、アサーティブトレーニング

などの「一般教養講座」を開催している。

講師の登録やアソシエーション活動発表会、

アソシエーションづくりのコーディネイト

なども行っている。また日ごろの活動企画、

イベント情報・メンバー募集などの情報は、

登録者にマールマガジンやファックスレタ

ーで発信。広く情報を伝えたいときにはフ

ォーラム・アソシエ専用のホームページも

活用できる。 

 

【いつもの公園…みんなで遊べばコワくない】 

公園あそびの会「おるたん」はフォーラ

 

藤本明美さん 
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ム・アソシエ主催の公園子育てサポーター

養成講座修了生（2006）により結成された。
子育て中の母親が中心で、乳幼児親子の外

あそびを応援するため、3 年前から新横浜
第一公園で月 1 回公園あそびの会を開催し
ている。布に手書きしたのぼりを立てて、

活動が始まる。受付、申し込み、プログラ

ムなし、参加自由。親子で遊ぶ。毎回 20組
以上の参加がある。スタッフは場を用意し、

１時間半ぐらい一緒に過ごす。戸外に子ど

もが自由に遊べる空間を用意することで、

子どもは五感を刺激され、親は子育て仲間

と出会い、ほかの子の遊ぶ様子を見て、育

ちの多様さを知る。また子どもたちが遊ん

でいる様子が地域の人の目にはいることが

何よりの子育て支援になり、子育て環境の

整備につながると考えている。がんばるマ

マのごほうび講座や森の幼稚園など、活動

が広がっている。 

 
 
＜質疑＞ 
Ｑ：雨の場合は… 
Ａ：朝９時に雨が降っていなければやる。

中止したのは、３年間で１回のみ！？ 
Ｑ：スタッフの継続は… 
Ａ：積極的な参加者に声かけ。子連れで毎

回来る感覚で OKと声をかけている。 
Ｑ：生活クラブの施設での活動は組合員外

は参加しにくいのでは… 

Ａ：オルタ館はもともと地域の人が使う施

設として位置づけられている。 
 
●会場参加者も含めての討議の内容● 
地縁も血縁もない地域での子育て、地域

のコミュニティは崩壊，少子化で子育て中

の人と出会える場がないといった社会状況

に危機を感じ、行政の支援もない中で、地

域でひろばをつくろうと奮闘している様子

や課題を共有。また広場の参加者がお客さ

んになりがち、資金や場所の確保ができな

い、次の担い手がなかなか見つからないな

どの課題解決に向けてのヒントを出し合っ

た。元気なひろばの様子に、これからチャ

レンジしようという地域からは参考になっ

たという声や以前に福祉事業交流会で先行

事例を聞いて思いが膨らみ、自分の地域で

実践したといううれしい報告もあった。 
●全体を通して分科会の討議の成果（確認

されたこと・可能性・今後の課題など）● 
元気な広場に共通するキーワードは「仲

間・相互支援・誰でもできる・気軽にでき

る・身近な人でやる」。今やっている人が輝

いているのを見て、自分もやってみようと

思い、リーダー・スタッフなどの役割を引

き受けていく。担い手の元気が参加者の元

気になり、地域に広がっていくことを共有

した。 
ひろばの資金、場所の確保にむけては実

績を積み、アピールし続け、政策的なチャ

ンスをつかむこと。自治体や民間の助成金

を活用することも大事と確認した。 
《記録》池座俊子(実行委員。東京ネット) 
《参加者》29名 

向かって左が大嶋朝香さん 
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●報告１● 
多様なニーズにこたえて事業をつく

り、制度を変える 
◆友沢ゆみ子さん 
 ＮＰＯ法人ピッピ親子サポートネット 
 
【これまでの流れ】 
横浜市青葉区は若い世代、転出入が多く、

子育てに孤立している人が多いまちである。

90 年代後半よりワーカーズ･コレクティブ
による認可外保育室の運営、2000 年から、
障害児を持つお母さん達が声をあげ、「子

どもミニデイサービスまーぶる」がスター

ト(W.Coパレット)した。多様な保育ニーズ 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
に応える小規模な保育室の制度への位置づ

けを目指し政策提案を続けてきた。 
2003年に、150坪の土地の提供の情報が
あり、デイサービスやまびこ、まーぶるに

関わったメンバーなどで高齢者グループホ

ームと認可保育園の併設施設を作る計画が

スタートし「市ヶ尾みんなの家」が開所し

た。NPOでも小規模でもよいという規制緩
和の時期で、NPOをつくって保育園を受託
する準備、建物の建設、ワーカーズづくり

を同時進行で行った。建物の中には保育業

務、給食業務、グループホームのワーカー

ズがはいっている。現在の認可保育園の入

園の条件（就労要件）では、本当に使いた

い人の役に立っているのだろうかという疑

問が残ったが、今までの経験からも保育園

の経営は苦しく、適正な対価が払われるこ

 
  

第 2分科会 

保育事業の多様なあり方 

一時預かりやグループ保育、病後時保育など･･･多様

なスタイルの保育が今必要とされています。 しかし、

事業として成り立たせていくには、行政との連携やスタ

ッフの確保など工夫がいるのが現状です。生活クラブ

運動グループにも取り組みが期待されている多様なス

タイルの保育について、実践報告を受けながら考えて

いきました。 

 

報告者 

☆友沢 ゆみ子 さん 

      NPO 法人ピッピ親子サポートネット 

☆小川 京子 さん 

     NPO 法人北海道子育て支援ワーカーズ代表理事 

     子育て支援ワーカーズ プーのいえ代表、保育士・幼稚園教諭。 

コーディネーター  谷 嘉子 (実行委員。2009年 4月より生活クラブの子育て事業スタッフ

として保育園ぽむ、子育て広場ぶらんこの事業推進に取り組む。) 
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との必要性もあるので、これから自分たち

で認可保育園を実際に経営してみてから認

可保育園の制度を変えていく提案をしてい

こうという事になった。 
【横浜市認可ピッピ保育園の概要】 
認可保育、一時保育、そうだんの日、施

設開放、育児講座などの地域向けの企画を

行っている。休日保育を他の NPO と連携
し行っている（お正月三が日以外は開園）。 
【となりのいえ誕生】 
ピッピ保育園は開園当初から障害のある

子どもが入園しており、相談ケースも多数

あった。その子ども達が卒業し、障害児も

受け入れられる学童保育の必要性から

2006年に寺子屋・フリ－スペース、学童保
育のある「となりのいえ」が誕生した。2007
年には横浜市障害児放課後居場所作り事業

に申請、現在はピッピ学童保育と障害児の

放課後の居場所が隣り合わせで共存してい

る。 
2008年からは産前産後・チャイルドケア
派遣事業を行う「ヘルパーステーションみ

んなのいえ」の事業を開始。デイサービス

とのコラボレーションで行っている。子ど

もを連れて出て来られない人が本当は問題

なのである。 
【制度を変える取り組み】 
このように自分たちが必要と思う事業を

起こしてきたが、自分たちの力では限界が

ある。制度としてできるよう、また使う側

にあった制度なのか、現場で発見したニー

ズと、制度とのミスマッチを変えていくと

いう、社会を変える運動にしてきた。特に

多様なニーズに応えられる一時保育の充実

のために制度化の必要性を感じ、提案をし

ている。 
【働くことの価値を高める】 
現在、みんなのいえ、となりのいえでワ

ーカーズが 4つ、スタッフ約 70人、法人全

体の事業高は 1億 3千万円である。福祉の
労働の対価に目標を持とうということで、

年収 300万、時給 1,000円を目指そうとい
っている。また、パーセントワークのしく

みをつくり、例えば子育て中の人は 70%の
労働で社会保険をつけられるような仕組み

をつくっている。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
(質疑) 
①（（企）W.Co てぃんかぁべる）大沢さん
より 
Ｑ：スタッフが足りずまたスタッフへの教

育も難しい。どのようにして賛同する人を

増やしたのか？ 
Ａ：最初のワーカーズをつくる時には一般

にも募集し説明会を開いた。立ち上げをす

るところは無償でおこなうが、それが楽し

い。その後も学びの場を設けるようにする。

となりのいえの時は初めのメンバーが呼び

かけたが、テーマが違うとまた集まってく

る人が違う。大事なことはできるだけつく

る過程に参加してもらうことである。 
②（NPO育児サポートあっぷの会）川島さ
んより 
Ｑ：働き方が課題で辞める人が多い。スタ

ッフで常勤は何人ぐらいいるか、年代は？ 
Ａ：新卒や20代の保育士が5人ぐらいいる。
30～40代中心である。 
③（W.Coちろりん村）吉田さんより 
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Ｑ：事業高について、一番利益を上げてい

るのは何か？パーセントワークの仕組み

は？ 
Ａ：認可保育園が一番である。障害児放課

後居場所作り事業はトントン。学童保育は

独自事業でマイナスで家賃を払えない。ヘ

ルパーステーションは常勤を置かなくては

ならないので全くの赤字である。パーセン

トワークとは月 160 時間労働を 100%とす
ると 120時間労働で 75%。単価は同じで毎
日来る場合、120 時間以上働けば社会保険
がつくという働き方である。 
 
 
●報告２● 
おとなも子どもも心豊かに暮らすた

めに 
◆小川京子さん 

NPO 法人北海道子育て支援ワーカーズ代
表理事 
子育て支援ワーカーズ プーのいえ代表 

 
【NPO 法人北海道子育て支援ワーカーズ
について】 
地域の 4 つのワーカーズが協働すること
から始まった NPO法人である。NPO法人
が当てはまるかどうか疑問があったが、2
年の時間をかけて学習し、納得した上で

2002年 4月に NPO法人格をとった。 
事業は１．親を支える事業(とんとん広場、
とんとん図書室）、２．遊びを伝える事業、

３．子育ち･子育て支援を学ぶ事業が 3つの
柱である。１は参加費が 300円、多いとき
で 20組ぐらい、人件費は出ない。１～３の
事業は収益が上がらないためそれを支える

ために委託事業などを行っている。３の事

業は、子育て支援のスタッフを広げること

に繋がっている。 
【子育て支援ワーカーズ プーのいえにつ

いて】 
事業内容は、出張保育事業、コミコミ・

かふぇ運営など多岐にわたっている。保育

事業や遊びのひろばの活動の拡大、NPOと
しての活動を広げるなど、9 年目に夢で掲
げたことが 16 年目となった今実現してい
る。私たちが何をしたいのか、夢を言葉に

出すことが大事だと感じている。 
【お母さんの状況とその変化】 
とんとんひろば、プーくらぶ、個人保育

などでお母さん達と接している経験から、

育児力をつけることが大切だと感じる。子

どもよりお母さんのサポートが必要である。

信頼して話してもらえるような関係づくり

が必要である。 
【子育て支援で大切な事】 
今まで何事も無く進んできて、初めてぶ

つかる壁が子育てである。また、人とのコ

ミュニケーションが苦手なお母さんが多く

なっている。保育士をしてきた人はどうし

ても「指導」になりがちで、教えようとし

てしまうが、そうではなく、その心情や大

変さに寄り添いながら、子どもの育ちを喜

び合える関係づくりが大切。アドバイスを

するならば、ひとつのことを提示するので

はなく、3 つ以上選択肢を出して選んでも
らうことがポイント。子育ては母親だけが

担うものではなく、たくさんの人の中で子

どもも育っていくものである。「母たるも

の」がまわりにたくさんいてもよいだろう。

15年間ワーカーズで仕事をしてきて「人が
宝物」だと感じる。大人も子どもも心豊か

に暮らすために、家族以外の人とのかかわ

りを持つ環境を地域につくっていきたい。 
(質疑) 
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①（保育室モモ）貞末さんより 
Ｑ：働くメンバーで価値観の違いが出るの

はどうしたらよいのか。これだけ大きい組

織になると、事務方の仕事が大変だと思う

がどうしているのか。 
Ａ：4 つぐらいまでの団体の時は大丈夫だ
ったが、5~7 団体が協働するとなったとき
NPO って何?と考えるための何か仕掛けを
しないといけないと思った。活動は全てプ

ロジェクト制で行っており、各ワーカーズ

から一人が出てリーダーを決めて行う。す

るとこれが NPO の協働なのかと身をもっ
て分かる。150 人のメンバーが、自主の仕
事のほか NPO で違う空気の人と話す。自
分のワーカーズで解決できないときは他の

団体にアドバイスをもらうことができる。 
 事務の仕事は必要なので、できる人を捜

し事務体制を整えた。週 3~4回で手当てを
つけている。プロジェクト参加の時は「活

動」なので交通費のみが出る。対価をもら

うのは「保育」をした時である。  
②（アビリティクラブたすけあい）香丸さ

んより報告 
17年前から在宅支援サポートをしている
が母親のコミュニケーション能力が低下し

ているとともに家事ができない人も増えて

いる。広場にも来ず、家にいる人が問題だ

と感じる。そこで家に出向いていくサポー

トが東京でも広がっているという事をお伝

えしたい。 
Ａ：家事援助はプーのいえではたすけあい

ワーカーズを紹介している。家にこもって

いる人をどうするかがやはり問題で、出向

いていく事もしている。保健所、行政サイ

ドとつながりを持っている。 
③（VAICコミュニティケア研究所）佐々部
さんより 

Ｑ：一人親のサポートの事業を２つしてい

るが委託費はいくらか？ 
Ａ：後日調べて回答する 
④（W.Coくるみ）酒井さんより 
Ｑ：一人親とは父子家庭も入るのか 
Ａ：:母子家庭、父子家庭を「ひとりおや」
と呼んでいる。ヘルパーの資格を持ってい

る人が行っている。法人として契約してい

る。 
●会場参加者も含めての討議の内容● 
香丸さん：働く人材がいない。家事介護は

特に厳しい。子育ての分野は人が来てくれ

るのか？ 
ピッピ施設長：保育園では認可をもらって

いるので資格を持っている人が基準の人数

は必要である。一時預かりなどは無資格の

人でもできる。初めは無資格でもその後資

格取得を目指している。 
小川さん：働きながら例会でワーカーズの

よさを伝える。「ひばりの会」という楽しむ

会を設けている。組織の中で役割を担う経

験をしてもらったり、ワーカーズをはじめ

よう集会をしたりする。一般からも募集し

ているが、紹介でくる人が多い。 
川島さん：保育士の有資格者は自負心が強

く無資格の人と対立する。しかし無資格で

預かる院内保育の場で、もっと専門的なと

ころがよいと言って辞めていかれた事を最

近経験し、質の向上も必要ではないかと思

っている。 
小川さん：一時預かりなどは本当はむしろ

技術のいる仕事である。保育士はどうして

も「指導する」と言う態度をとってしまい

がちである。寄り添うことを忘れないよう

にしたい。 
●全体を通して分科会の討議の成果（確認

されたこと・可能性・今後の課題など）● 
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参加者の所属する保育や介護関係の団体

が困難としていることの共通点が浮き彫り

になった。それは、働く人材集めや、働く

人の価値観のずれがあるときどう一つにま

とめていくかが大変であるということ、自

分たちだけでやれる事には限界があるし、

かといって制度を利用すると逆に利用者に

とって使いにくいというミスマッチもある

ということなどである。 
発表した 2 つの団体は実に活気があり、
仲間が増え、仕事の内容が広がっている。

そこまでに広がったのは、納得がいくまで

学びやていねいな話し合いを重ねているこ

と、自分たちのしたいこと、必要と思うこ

とを声に出していくこと、そしてニーズを

示しながら制度を変えていく働きかけをし

ていくこと、などがポイントのようである。 
また、子育て支援の現場では保育の質の向

上とともに、支援する側が「指導者」にな

らずお母さん達に寄り添うような関係づく

りが大切である。大人も子どもも心豊かに

暮らすために、地域に人と人とのかかわり

を持つ環境をつくっていくことの大切さを

再認識した会になった。 

 
 
《記録》浮田理香(実行委員。保育園ぽむ) 
《参加者》33名 

小川京子さん 
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●報告１● 
高齢者福祉施設「風の村」と保育園の

関わり 
◆北島 明枝さん 
  風の村保育園園長 

【保育園開設の経緯】 
2002年 5月に社会福祉法人の職員・生活
クラブの組合員・地域の人や保育士経験者

などが集まり、どんな保育園にしたいかを

話し合いながら事業計画をたて八街市に提

出した。その後市の次世代育成支援対策行 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
動計画に私立保育園設立方針が決定し、市

からの依頼を受け 2007年 4月に開園した。 
【園の概要】 

0～5歳児まで現在 63名(障がいを持った
児童も含む)、通常の保育のほか 乳児・休
日・一時・延長保育もあり、地域子育て支

援センター｢風の村｣も併設している。 
 落花生畑が周囲に広がる自然豊かな環境

の中にある。 
【園の理念】 
｢心で感じ、身体で感じ、考える力｣を育

む。自然を生かし、好奇心と感性を養う。

多くの人とのかかわり会いいろいろな人が

 
第３分科会 

生活クラブがこれまで先駆的に取り組んできた高齢

者福祉の取り組みを子育て支援にも活かしていけない

か、高齢者と乳幼児との交流など今後の可能性も含め

て考えました。 

 

報告者 

☆北島 明枝 さん 

    風の村保育園 園長 

☆高井 浩子 さん 

特定非営利活動法人 江東まちづくり研究舎 理事長 

1992 年生活クラブ加入、生活クラブ江戸川支部共済委員、ＡＣＴへ加入 

1996 年江東区へ転居、生活クラブ江東支部支部委員、江東ネット、江東まちづくり

の会、難病ボランティア江東の会で活動 

ＮＰＯ法人江東まちづくり研究舎設立にかかわり 2007 年より理事長、 

みんなの家で生活相談員と介護職を兼任中 

コーディネーター  浅川 悦子 （実行委員。２３区南生活クラブ生協理事長。子育て

広場ぶらんこの事業実行チームのメンバーとして立ち上げに関わる。高齢者交流会ひこば

えのメンバー） 

 高齢者福祉と子育て支援の

コラボレーション 
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いることを知る。生活を通し自ら学ぶ。 
【園の特徴】 
自然・創造と想像・交流・養育者と共に

を大切にした保育を考えている。 
 自然の中で五感を働かせ、様々な人と触

れ合い交流し、経験を重ね、自分の痛みも

人の痛みも知る心が育つ自然態の「生活の

場」としての保育をしている。 
【特別養護老人ホーム｢風の村｣との関わり】 
保育園からトトロの道の様な竹林を通り

5分くらいのところにある。4･5歳児が年に
7~8 回訪問して歌やダンスを披露したり、
あやとり、お手玉遊びをしたりしている。 
【デイサービス「風の村」との関わり】 
園の隣地に「風の杜ひろば」がありそこ

へ 0~5歳児が週に 2~3回遊びに行く時に会
話を交わすなど自然体でかかわっている。 
【その他】 
・風の杜ひろばではヤギの親子を飼ってお

り、ひまわり畑や様々な草花･虫探しなど季

節の風を感じる遊び場がある。季節の行事

や秋まつり、園の運動会などに高齢者の方

をご招待したりの関わりもある。 
・無理をせずに自然態のお付き合い（日常

的に会話を交わしながら遊びが広がるな

ど）をお互いに大切にしている。つかず離

れずの関係、高齢者の方にとってはまわり

に子どもの声がすることがリハビリになっ

ている。お互いが必要とされている存在に

なっている。子どものなかにお年寄りを大

切にするなどの思いやりの気持ちが生まれ、

いつか心豊かな部分につながればと思って

いる。（行事の時の関わりの様子や、日常的

な会話のやりとりなどが紹介された。） 
(質疑) 
Ｑ：スタッフは何名？ 
Ａ：正規保育士・不正規・厨房含めて 21名。 

Ｑ：障がいの方への対応について・・・ 
Ａ：どんな方でも受け入れるという園の方

針で八街市ではじめて全盲のお子さんを預

かった。その保護者の方が(園が受け入れた
ことを感謝し)市や県に交渉して年間 50 万
の補助金を得られるようになった。看護師

が来ている時に登園するよう、保護者と協

力しながらやっている。 

 
 
 ●報告２● 
私たちが描いた夢 地域に密着した

共生ケアとは 
◆高井浩子さん 
特定非営利活動法人・江東まちづくり研究

舎理事長 
【開設経緯】 
下町・江東区にも高齢化が進んでいるが、

子どももいる。その中で地域に根ざした暮

らしで何が必要とされているかを考えてい

った。エッコロをバックボーンに、地域の

中に「たすけあい」を組合員外にどう根付

かせるか地域福祉の在り方を検討し、富山

の惣万さんの｢共生型ケア｣に行き当たった。

地域に起業し利用者も働く人も地域の人、

地域でお金を回す、をコンセプトに、地域

が必要とするものをつくっていこうと「惣

万さんの講演会」開催を区報で広くよびか

北島明枝さん 
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け、多くの人が集まった。「地域の中で共生

型ケア」を目指す起業の想いを持つ人々で

ワークショップを開き、目指すもののイメ

ージをつくっていった。 
2005年 12月 15日に NPO法人｢江東ま

ちづくり研究舎｣設立総会を開き、NPO 法
人として東京都へ申請し、翌年 4 月に認証
を受けて「みんなの家」開設にいたる。 
【事業開始】 
マンションの1階90㎡のフロアーを賃貸
（ランニングコスト：月 20万・駐車場月５
万）で契約し、開所まで、苦労を含め楽し

い時期だった。 
【事業内容】 
契約をした人を対象に、一時預かり・障

がい者も受け入れ、高齢者のミニデイサー

ビス（利用者 10割負担）自主事業をしなが
ら、介護保険に参入し事業の安定化をはか

っている。（「みんなの家」の日常の様子を

資料を使って説明。認知症の高齢者と幼児

の寄り添い、高次機能障害を持った方と子

どもの穏やかなつきあい、末期がんの高齢

者がなくなる 5 日前まで｢行きたい｣と言っ
て通われた例など) 

10名小規模の施設で、常時 5人のスタッ
フを配置している。外からの身守りが必要

と、大勢のボランティアも受け入れて食事

づくりや車運転などをしてもらっている。 
【コンセプト・ミッション】 
だれも断らない、友達の家に遊びにいっ

ているイメージで（プログラムも持たず・

名札も付けず・送迎の車にも名前をつけな

い）預ける理由も問わない。＜通う＞＜泊

まる＞＜暮らす＞機能を持った地域共生型

小規模多機能施設をめざす。 
【その他】 
共生ケア施設として、江東区の係長職の

職員研修を受け入れている。縦割りでない

共生ケアの先駆けとなっている。実績を積

むことで、後に続く人が出てくることを望

んでいる。 
【課題】 
先日都の検査があり、消防法に引っかか

ることはなかったが、泊まる機能は、スペ

ースが十分ではなく現状では実施できない。 
(質疑) 
Ｑ：当初ワーカーズを目指していたが・・・

Ａ：ワーカーズという形態で合意形成が難

しかった。現在、ＮＰＯとして民主的な運

営ができている。生活クラブ運動グループ

の一員として活動している。同じ情報の共

有は大切にしている。 
Ｑ：ボランティアの関わり方は･･･ 
Ａ：接骨師会・傾聴の会・福祉を勉強して

いる人・地域協議会から組合員がメイクセ

ラピーでかかわっている。 
Ｑ：ワークショップでつくっていこうとす

るモチベーションの持って行き方は？ 
Ａ：集まってきた人は、情報や人材をゲッ

トしようという意思が高く、同じ様な会合

であい、おなじみになっている。地域密着

型の共生ケアで最後にまとまった。 
Ｑ：資金の問題は・・・ 
Ａ：助成金を集め、寄付等を集め必要な経

費の半分を集めた。ランニングコストは厳

しいが、半年したら介護事業で廻るように

なった。初めは無給だったが、作年から少

し役員報酬がもらえるようになった。 



 

21 

 

  
●会場参加者も含めての討議の内容● 
・高齢者と乳幼児の交流の持ち方について、

西東京・ぽむの例から・・・デイサービス

に子どもたち（０~２歳児)を連れていくの
に、予定を立てていないと行きづらく、ま

たタイムスケジュールが決まっていても、

子どもたちが泣き続ける場合もあり交流を

持つのは難しい。 
→高井さん：手遊びしようとカリキュラム

を一緒にやる感じ、自然の流れで、家庭の

延長線で過ごしている。泣くときはおんぶ

するとおさまる。定員に対して、スタッフ

体制がしっかりと配置しているからできる。 
→北島さん：お友達のうちに遊びに行く感

覚、日々の関わりの中から生まれてきてい

る。日常の中に、お年寄りがいる、融合・

環境づくりが自分たちの仕事。「今日一日

を楽しくすごした」というケアをめざして

いる。高齢者施設の施設長と保育園の園長

の考え方が違うとうまくいかない。コミュ

ニケーションは大事。 
●全体を通して分科会の討議の成果（確認

されたこと・可能性・今後の課題など）● 
・地域の中に子供からお年寄りまで、障が

いのある人も含めてみんながいることが当

たり前のこと、自然なこと。縦割りでなく

ごく自然体で過ごすことが、子どもたちに

もお年寄りにも必要なこと。お互いが必要

とされている。子どもはいるだけでボラン

ティア。 
・家族が一日住んでいるように過ごすこと、

友達の家にいるようなデイサービス、地域

のなかに小さいけれど、だれも断らない居

場所を地域が一体となってつくっていくこ

とが望ましい。地域は一つのおおきな家族。 
・複合施設とどうコラボできるのか?自然に
必要だからやっていく。 
・制度を使って実績を積むことで行政を動

かすことができる。チャレンジしていこう。 
・埼玉のワーカーズの方から：介護施設と

のコミュニケーションスペースをやってい

きたいと進めている。お年寄りと子どもの

ふれあい、親の世代の絡みも必要と考えて

いる。 
・子育て中で仕事をしていない人の居場所

が一番ない。気持ちがリラックスできる・

気が楽になれる場が必要。 

 
 
 
《記録》朝倉順子(実行委員。多摩きた生活
クラブ生協副理事長) 
《参加者》29名 

高井浩子さん 
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報告内容 
１．団体説明 
・立川市を拠点に５箇所で若者就労支援

事業を行っている。 
・年間事業高２億円  職員 60名 
・中学高校へのキャリア教育支援も行っ

ている。定時制や２部制、偏差値は高く

ない学校。生活環境に問題のある子が多

い。        
２．社会状況 

第４分科会 

若者就労支援 

生活クラブ生協・東京の地域福祉政策では、仕事を

得て社会に巣立っていくまでを子育て支援と考えて政

策を立てています。 

生産者やワーカーズ・コレクティブとのネットワークを生

かして取り組んでいけることがあるのではないか・・・。

この分野での先駆的な団体の報告を受けながら、今後

の展開について考えました。 

報告者 

☆工藤 啓 さん 

     NPO 法人「育て上げ」ネット理事長。 

         内閣府「地域における若者支援のための体制整備モデル事業中央企画委員会」委

員、文部科学省「実践型学習支援システム推進委員会」委員他就任。 

『16 才のための暮らしワークブック―生きていくのにかかるお金は月いくら？』（主婦の友社）

他多数 

☆利根川 徳
あつし
 さん 

    NPO 法人ワーカーズコープ東京中央事業本部事務局長／しんじゅく若者サポートステー
ション・せたがや若者サポートステーション所長 

約２０年間、テレビ CM制作会社でプロデューサーとして、広告制作の現場に。思うとこ

ろがあり転職を考え、２００７年よりワーカーズコープに入り東京事業本部事務局員とし

て情報・広報関係の業務に携わる。 

☆横田 惟一郎さん 

2008 年 8 月より、しんじゅくサポステを利用。 

2008 年 10 月より、ワーカーズコープの事業所（いきいき森川）にてアルバイトをはじ

め、今日に至る。 

 
コーディネーター  柳本 悦子（実行委員。東京ワーカーズ・コレクティブ協同組合理事長。） 

● 報告１● 
 
◆工藤 啓さん 
ＮＰＯ法人「育て

上げ」ネット理事長
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小・中学校で学校へ行けない子が 13万
人くらい。それぞれ理由がある。高校を

中退 する子が８万から 10万人、大学・
専門学校の中退が 14 万人。34 万人が学
校から脱落している。中途退学者は一般

の就職が難しい。若者の３人に１人が非

正規雇用、５人に１人が年収 200 万円以
下、４人に１人が貯金０。政策からも見

捨てられている。若者とは、15歳から 34
歳(法的な決まりは無い)。最近は 39 歳ま
でと言われる。基本は雇用対策なので、

年金受給資格（25年間払えるか）を考え
て年齢を決めているようだ。このところ

生きるための犯罪が増えてきている。若

い人が仕事をするということは治安・社

会保障（年金）問題。本来税金を払う側

としての若者が、生活保護として税金を

もらっている。日本は若者への支援が減

っている稀な国。 
３．団体の活動 
「育て上げ」ネットのプログラムは保

護者からお金をもらう。６ヶ月から２年

で、修了者の９割り以上が就職している。

就職することは簡単だが、仕事を続ける

事は難しい。しかし、９割以上は働き続

けている。最初、生活保護の方がお金が

もらえる。若い人が働き続けるのはスキ

ルや知識だけではなく、３つの場所とお

金を使う理由が必要。３つの場所とは、

自宅・職場・仲間と楽しめる場所。いわ

ゆる秋葉系の人たちは働いてしっかり稼

いでいる。お金を使う理由をつくること

はとても大切で意味がある。 
20～30代の自殺はウツが多い。子ども

とのかかわりの少ない親、外とつながっ

ていない親が多い。相談に来る時も、母

親１人が７割、母と子が２割、父親が来

ることは１割以下。現代は特別な子だけ

が人間関係が苦手なのでは無い。子育て

支援について違った視点が必要な時代で

はないか。 
                  
 
 
 
 
 
 
 
  
報告内容  
１．団体説明 
・働く人の協同組合・労働者協同組合（労

協）からワーカーズコープは設立された。 
・もともとは国の失業対策事業から始ま

っている。現在は介護保険事業をはじめ

とした福祉関係の事業も広く行っている。 
２．団体の活動 
なぜ労協が若者支援を行うのかといえ

ば、働くことに価値を置く団体だから。

働くことで人が成長していく。就労支援

事業に最初から理解があったわけではな

い。個人の問題ではなく、働くことが厳

しい社会になり派遣や非人間的な仕事を

強いられ社会の問題であることがわかっ

て取り組みが広まった。 
働く中での成長・発達とは、繋がり支

えあう働き方とは？ 
三つの協同の考え方。これがないと若

者支援は難しい。自分たちの働き方も問

われる。①なかま ②利用者 ③地域 
この３つの協同・総合相談窓口   
＜若者サポートステーションとは＞ 
資料が添付されていますが、厚生労働

●報告２● 
◆利根川 徳さん 
ＮＰＯ法人ワーカーズ

コープしんじゅく若者

サポートステーション

所長 
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省の委託事業。基本は相談を受けて支援

プログラムに繋げていく。全国に92箇所、
東京には５箇所あり、そのうちの２箇所

をワーカーズコープが行っている。2007
年から始まり３年目。15 歳から 39 歳の
人が対象。親からのアプローチが多い。

本当に困難な人は相談に出てくることが

できない。ハローワークやジョブカフェ

は仕事の紹介はするけれど、一緒に伴奏

者として支援してくれるわけではない。

サポステでは面談を大切にしている。信

頼関係をつくることが大切。コミュニケ

ーションに問題点のある人でもセミナー

などを実施し、サポステのなかで人間関

係ができてくる。その中でも就職までい

けるのは３割あればよい方。困難事例が

サポステへとなってしまうケースが増え

ている。今後は一般就労が難しい人の受

け入れ場所づくりなども考えていきたい。 
３．利用者である横田さんの報告 

 
新宿のサポステを利用して１年２ヶ月。

現在はデイサービスでアルバイトとして

仕事をしている。まだ大学に在籍してい

るが今年中退する予定。 
高校で不登校となったが卒業できた。

大学で引きこもって１年弱、新宿のサポ

ートステーションに行き、公園の清掃に

行った。日雇いにも１・２回。今までア

ルバイトをしたことがなかった。デイサ

ービスには半分は職場見学としていった。

職場の雰囲気が気に入った。でも、８時

30 分から５時 30 分まで居続けるのは重
労働だとおもった。最初は短時間のアル

バイトから初めて、今は週４日位働いて

いる。 
自分自身の身の回りのこともできてい

なかった。お金を使うことに対して欲求

が無かった。今は街を歩く時間が楽しい。

意外と自分が欲しいものが分かっていな

かった。貯金も増やして、資格も取って

みたい。自分でお金を稼いだことが無か

った時は、お金を稼ぐことが汚く見えて

いた。お金が汚いのではなく使い方で決

まる。お金の使い方に人格が出ることも

分かった。失敗も成功も含めて実感でき

ることが大切。 
 

●会場からの質問・意見● 
（意見）千葉のワーコレ風車 30代にな
るとなかなか就職ができないので仕事を

立ち上げよう、そのままで働ける場所を

作ろうとつくりました。当事者の親と本

人だが、本人は働けない人もいる。親の

会に力を入れている。仕事の内容は、リ

ユースの食器の貸し出し。食器を回収し

て洗う仕事。働いていると生き生きして

くる。できる仕事からする、居場所付の

仕事、仕事付の居場所。 
Ｑ：２３区南組合員 工藤さんに質問。

プログラム終了後 90％が就労というが、
どうしてそれができるのか？カリキュラ

ム途中でやめていく人に対してはどうす

るのか 
Ａ：受け入れ時に就労できるかを見る。

無理な人にプログラムを押し付けても、

お金と時間の無駄になるから。また、ク

ライアント（親）を裏切ることになる。

病気の再発、障がいなどで途中でやめる
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人もいるが、経済的理由の方には国の事

業（若者サポートステーション）に移っ

ていただく。面談で判断している。 
Ｑ：工藤さん、利根川さんに質問 就職

できない若者がいる。やっと仕事ができ

たが、来なくてよいと言われてしまった。

どこに相談できるか。 
Ａ：利根川さん サポステから民間の事

業所を紹介することもできる。 
Ａ：工藤さん 民間のプログラムなので

有料となるが、その分何でもできる。 
国の事業は無料だができないことがあ

る。育て上げネットでは本人が出てこれ

るところまで支援する。 
Ａ：利根川さん 若い人のホームレス、

軽度の発達障害など障害者手帳が取れな

い人が企業から締め出されている。軽度

の障がいの方など社会的に就職が無理な

方のためのプログラムをつくる予定。 
Ｑ：まち砧組合員 中・高校生向けにプ

ログラムの出張を行っているとのことで

すが、反応はどうですか。 
Ａ：工藤さん カードゲームとワークシ

ョップを組み合わせて行っている。外か

ら大人の人が入ることで先生にはウケる

授業です。生徒の家の状況が見えないプ

ログラムですが、社会の本当を理解する

現実に即したプログラムになっています。 
（感想）練馬組合員 感想です。60歳に
なって、自分は引きこもりだと思ってい

なかったが振り返ると引きこもっていた

と思う。今、やっとしゃべれるようにな

って。若い時に子どもに声をかけてあげ

れば元気になる。若者はつながりができ

てくれば元気になれるのでないか。 
Ｑ：西東京組合員 息子が３年間不登校

だった。横田さんの話は自分の息子のこ

とのように聞いた。欲しいものが無いと

いうこと、それでも満足している。お金

をもうけることが汚いと思っている子ど

ももいる。人の目を見て話せない。電話

やインターフォンに出られない。友人は

バイトや大学に行っている。まちを歩い

ていて、一番嫌いなのは自分自身だと言

っていた。親としてどのようにかかわる

のがよいのか。 
Ａ：工藤さん 嫌いも自己愛がねじれて

いるだけ。好きなものを薦めて、受け入

れられなくてもきっかけにはなる。アプ

ローチは続けることが必要。本人がその

ためにはお金を使いたいとおもうように

なるかもしれない。 
 
●分科会で確認されたこと● 
若者がおかれている社会状況を確認で

きた。若者サポートステーションを実際

に利用して就労に向けた活動を始めてい

る横田さんのお話を伺うことで、働くこ

とには、お金を使う理由が必要というこ

とも実感として理解することができた。 
引きこもりがちになった子どもに、親

はあきらめずにアプローチを続けること

の必要性もわかった。 
 
《記録》石塚芳恵（実行委員。NPO.ACT） 
《参加者》24名 
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第５分科会

ノーバディーズ･パーフェクト

講座を体験する 

カナダの子育て支援では、ノーバディーズ・パーフェクト

＝完璧な人なんていないというプログラムが実施されてい

ます。ファシリテーターの進行のもと、身近な仲間とワーク

ショップ形式で学びあう親支援のプログラムです。 

ノーバディーズ･パーフェクト講座の意義を学ぶとともに、

体験してみました。 

ファシリテーター 

☆福川 須美さん 

   駒沢女子短期大学保育科  教 授 

   駒沢女子短期大学で、３０年以上保育者養成に携わっている。専門は家族社会学。 

   日本社会が子育てにやさしい社会になるよう、NPO 子ども家庭リソースセンターの一員として、

カナダの子育て家庭支援プログラムから学んだことを活かす活動（ノーバディーズ･パーフェクトプ

ログラムのトレーナー、父親支援者養成等）を行い、生協の子育てひろばの普及、スタッフ研修等

にも努力してきた。 

共著として『家族援助論』ななみ書房、『世界に学ぼう！子育て支援』フレーベル館など。 

 
司会  田中 且枝 (実行委員。多摩きた生活クラブ生協理事。) 

《参加者》 11名  
《記録》岡部 和代(実行委員。北東京生活クラブ生協理事。) 
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講座体験の前に子ども家庭リソースセンター

の福川須美さんから、まずカナダ生まれの親支

援プログラム『Nobody’ｓ Perfect』(ノーバデ
ィーズ・パーフェクト)とはどのようなプログラ
ムなのか、資料を使って説明があった。 
＜カナダの子育て事情＞ 
・共働きが多い、離婚による母子家庭増加と貧

困層が多いため子育てに困難を抱えている親も

多い。若年、一人親、経済的困難などで親が孤

立しないような子育て家庭支援を行っており、

親の学習プログラムとして『Nobody’s Perfect
＝誰も完璧ではない』が使われている。 
・子育ての基本はほめて育てること。一人ひと

りの価値を認めてよいところを見つけてほめる

ことにより自分に自信が持てるようになること

が大切。 
・このプログラムでは親同士、お互いがお互い

の資源となり認め合い学びあうことで自分もし

っかりと自信を持ち親として成長していくため

の親支援のプログラム。 
・挿絵が多くわかりやすい言葉で書かれたテキ

スト〔「行動」「心」「安全」「からだ」「親」、

1995年に父親からの要望があり「父親」が追加
された〕があり、場面に応じて使う。 
・すすめ方はファシリテーターによる親グルー

プのセッションで、ワークショップ形式で毎週

1回、6回～8回を同じメンバーで行う。あくま
でも参加者主体でテーマを決めファシリテータ

ーは安心して話せる場づくりに努める。お互い

の体験談や意見がお互いの学びの材料となり、

違いに気づき、さらに自分はどうするのかを学

習していく。 
＊ファシリテーターを養成する、トレーナーに

よる養成講座も行なわれている。4 日間終日の
プログラムで、現在日本では3つの団体が実施
している。 

＜質疑＞ 
Ｑ：6 回～8 回を同じメンバーで行うというこ
とですが、意見を出し合ううちにどうしてもこ

の人とは一緒にやりたくない、というようなこ

とがでてきたらどうするのですか？ 
Ａ：ファシリテーターとしては、まずそういう

意見を言ってくれたことに対して「発言してく

れてありがとう」ということを伝えます。 
最初にこのプログラムはお互いが違うことを認

め合う場であることを確認することが大切です。

それでもそういう意見が出た場合、途中ででも

話しあって、「意見が違っていても人の言うこ

とは最後まできちんと聞きましょう。」というよ

うな決まりごとを新たに決めるのもいいと思い

ます。 
とてもいやだと思うこと自体は「何がいやな

のか？」「自分と何が違うのか？」を考えるチャ

ンスで、ものの見方が豊かになるプロセスです。

それぞれが人の意見で何かに気づき、最終的に

お互いが「これでいいんだ」と思えるようにな

ることが大切なのです。 
意見をぶつけ合えるようになったということ

は、そのグループは成長したとも言えます。意

見の違いは学びの幅を広げるチャンスと受け止

めます。 
体験談を話していく中で、問題が個別で深く

て重たい、危険な状態というような場合は、グ

ループからはずして個別に対応することもあり

ます。 
 

 

カナダのファミリー･プ

レイスで紹介されてい

たテキスト。「親」と

「心」 
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『Nobody’s Perfect』体験プログラム報告 
（■の部分が今回体験した具体的な内容です） 
1、アイスブレーカー：安心して話せる場所づくりのために行なう大切な時間。ここにいて

大丈夫とみんなが思えるようになれるためにも第 1回目はとても大事。 
 自己紹介：①お互いが知り合いになる ②共通点や違いに気づく 
ペアで行ない、できるだけ多くの人と出会えるよう時間を切って次々と相手を変えて行な

う。 
■今回は、まず握手をして「始めまして、○○です」と自己紹介し、“朝ごはんは何を食べ

てきたか”を伝え合い 1分間で交代した。 
⇒自己紹介が終ると一気に雰囲気が和みにぎやかになった。 
 
2、決まりごと：この時間、みんなが本音で、対等・平等に発言でき、安心して居心地よく 
       過ごせるための約束ごとを決める。 
 環境設定は大切で、動き回れるくらいの広さの部屋がよい。一人ひとりが居心地よい環

境を話し合いみんなで決まりごとを決める。 
 例）暑い、寒い、明るすぎる、暗すぎる、飲み物がほしい、席を自由に替わってよい 
   人の話を最後まで聞く、など。 
■冷房を調整し、飲み物を飲んでいいこととした。 
 
3、話し合いたいテーマを決める：今日みんなで話し合いたいことをそれぞれ意見を出して、

話し合って決める。  
 「どうしてここにきたのか？」「何がしたくて参加したのか」をカードに書いて共有し、

それを見ながら、今日のテーマを決める。 
■今回の参加者は子育て世代が少ないことがわかったので、今自分たちが抱えている問題

をいくつかカードに書いて皆で分類し、テーマをしぼっていった。 
「生活クラブの活動で主体的な子育て世代の参加者はどうすれば出てくるか」「価値観の

ちがう人とコミュニケーションをとるにはどうすればいいか」の 2 つのテーマにしぼり、
グループを 2つに分けた。 
 
【4、休憩：本当のプログラムではここで休憩を入れることが多い。】 
 
5、話し合い：自分の体験や悩みを出し合う。人は誰でも体験したことから学べる。 
（経験学習サイクル） 
 今まで生きてきて体験してきたことを出し合う。“経験学習サイクル”の手法を使って 
参加者の体験を聞き出す。 
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 ここで感じた人とのちがい、ちがいを認めることが理解されると、子育てに対しても他

の子どもと比較をするのではなく、ちがいを認め、その子のいいところをほめることが必

要だということに、つながっていく。 
■2つのグループでそれぞれ“経験学習サイクル”を使いながら、話し合いを進めた。 
 経験談を聞くことで、生活クラブやワーカーズの活動においても、それぞれがおかれて

いる環境やシステムのちがいがあることがわかったが、悩みの性質は似ているので、まず

問題と感じていることを出し合い、それぞれが感じている問題に対して、原因はどこにあ

るのか、どうなればいい方向に向くのかなどの意見、アイデアを出し合った。 
6、まとめ：今日の感想や役立つこと、やってみたいと思うことを出し合う。 
●全体を通して● 
「ノーバディーズ・パーフェクト講座の意義を学び、体験する」ということで、今まで

この講座に参加する人以外、知ることのできなかったプログラムの内容を体験した。参加

者主体でテーマを決めるというところを忠実に行なったので、テーマが子育てから離れて

しまったが、ファシリテーターによるグループセッションの手法が体験できたので、いろ

いろな価値観を持つ人が集まる話し合いの場所で使えることを実感。生活クラブの活動に

も活かしていければよいと思う。 
この講座は、自分とちがう人の価値観は無理やり変えることはできない、ということに

まず気づいてもらい、お互いの体験談から学び合うことで、自分の価値観をこれがあたり

まえではないのだということにも気づいてもらうための場面をつくっていくことがとても

大事で、プログラムの舵取りをするファシリテーターの役割は大変重要。ファシリテータ

ーの実力がこの講座の成否の鍵を握っているといえる。 
回を重ね、気づきを繰り返して、徐々に人を認めることができるようになれば、それが

子育てにもつながり子どもを認め受け入れることができるようになるだろうし、親の自信

にもなっていくのだろう。 
子育て支援の道具として、このような親のためのプログラムがあることを広げ、取り入

れることを検討していきたいが、6～8 回の連続講座であることやファシリテーターの確保
などの課題もみえた。今回体験したことを持ち帰って、今後の活動に活かしていきたい。 

出来事 

次にどう活かすか 事実の確認

意味を考える 

・明らかになった問題はあなたにとって、

（自分にとって）どういう意味があるの？

「どうしても許せないことなの？」 

→ 自分も振りかえる 

・出来事をもっと細かく具体的に様々な角

度から考える。↓ 

・何が問題だったか、何に問題があったか

がわかってきて、問題が明らかになる。 

経験を出し合うことが大切

で、それを認め合い、お互い

の資源として学び合う。 


